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１．はじめに 
インクジェット成膜を含む印刷法は，任意形状
膜形成に適している．未だ有機材料が中心ではあ
るものの，濡れ性制御をしながら，導体だけでは
なく多様な材料を用い，電界効果トランジスタな
どの素子が直接描画できるようになってきた．[1] 
チタン酸バリウム（BaTiO3）ナノ粒子集積体の
示す優れた特性については，三村らによる詳しい
報告がある．我々は BaTiO3ナノ粒子分散液を用
いたインクジェット成膜により，フレキシブル基
板上への強誘電体・圧電体材料の任意パターン直
接成膜を目指している．[2, 3] 
そこで本研究では，分散液に使用する BaTiO3
ナノ粒子の分離と，Si 基板へのインクジェット吐
出実験の結果について報告する． 
２．実験方法 
本研究では，水酸化バリウム水溶液，チタン乳
酸錯体（TALH），水酸化ナトリウム水溶液用いた
水熱合成法により，分散液として使用するための
BaTiO3単結晶ナノ粒子を得た．既報のとおり，水
酸化バリウム水溶液濃度は 0.1 mol/L とし，反応
促進剤ならびに表面修飾剤として微量の脂肪酸
アミンならびにオレイン酸を添加した．なお，合
成微粒子は洗浄し，形状などを透過電子顕微鏡
（JEOL, JEM-2100）により評価した．[2]また分
散液の吐出実験には，ノズル径 25 µm のシング
ルノズル・インクジェットヘッド（Cluster 
Technology, PulseInjector）を使用した． 
３．結果および考察 
元素分布分析の結果から，分散液に使用する洗
浄後の水熱合成 BaTiO3微粒子はオレイン酸ナト
リウムに覆われている．このオレイン酸ナトリウ
ムは，35℃程度で溶解するがミセル化し，粒子分
離を妨げる要因となる．図(a)に示す洗浄液の表面
張力測定結果より，液温によらず臨界ミセル濃度
は 1mmol/L 付近にある．併せて示す TEM 像か
らも，臨界ミセル濃度未満の溶液濃度での分離に

より，各粒子が分離されることがわかる．このよ
うにして得た微粒子分散液を用いた，Si 基板上へ
のインクジェット描画パターンの一例を図(b)に
示す．ここから，BaTiO3ナノ粒子を用いたパター
ン描画ができることがわかる． 
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Fig. Changes in surface tension due to the 
concentration of cleaning fluid, and an 
example of inkjet printing. 
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